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取扱説明書を必ずご参照ください。

（5）電磁波を発生する機器（携帯電話、無線機器、低周波治療器、
電子レンジなど）の近くで本製品を使用する場合は、機器の
電源を切るか、できるだけ離れた位置で本製品を使用してく
ださい。［誤動作が生じる、または正確な測定結果が得られ
ないおそれがあります。］

（4） 測定中はミントセンサーⅡに触れたり、動かしたりしない
でください。［正しく測定できないことがあります。］

（3） バーコード読取窓から出るLED光を直接のぞき込んだり、
人の目に向けたりしないでください。［目を傷める可能性
があります。］

（2） バーコード印刷面のヨレや汚れ、あるいは印刷品位が低い
など印刷状態の異常があると、正しく読み取れないことが
あります。

（1） バーコードを使用して各種ID の入力を行う場合は、バー
コード印刷面に対して、グルテストミントⅡを垂直に持っ
て、10 cmから20 cｍ程度離してLED光を照射してくださ
い。［LED光を当てる角度によっては、バーコードが読み
取れないか、もしくは正しく読み取れないおそれがありま
す。］

＜使用方法等に関連する使用上の注意＞

（3） QC点検
専用のコントロール液（別売品）を測定すること（QC測
定）により、グルテストミントⅡが正しい測定結果を示し
ているか確認してください。詳細は取扱説明書を参照して
ください。

（2）血糖値測定
ID入力を設定し、電子カルテ等と連携している場合の
基本操作です。初期設定はID入力が不要の設定になっ
ています。詳細は取扱説明書を参照してください。

右図のように本製品を持ってください。
（1）基本の持ち方
＜使用方法＞

＜組み合わせて使用する体外診断用医薬品＞
販売名 ：ミントセンサーⅡ
届出番号：13E1X80073000003

を参照してください。
本製品の使用方法や各種設定方法の詳細については取扱説明書

【使用方法等】

【使用目的又は効果】
本製品は、医療機関内において、医療従事者が患者血液（全血）
中のグルコース濃度を測定するために使用する装置です。

＜作動・動作原理＞
本製品は、体外診断用医薬品であるミントセンサーⅡと共に用い、
全血のグルコースとミントセンサーⅡに含有されている成分との
反応により生じた電流量を測定し、グルコース濃度に換算します。
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ドルおよびUSB電源アダプターがあります。
本製品は次に示すグルコース分析装置です。付属品として専用のクレー
【形状・構造及び原理等】
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取扱説明書を必ずご参照ください。

FAX 052-950-1305
弊社休業日を除く）
受付時間：月 ～ 金 9:00 ～ 17:00（祝日および

0120-19-8130
株式会社三和化学研究所 コンタクトセンター
問い合わせ先

販 売 元

製造販売元

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

（6） バーコード読取窓にゴミや油などが付着していると、バーコ
ードが読み取りできなかったり、読み取りに時間がかかった
りする場合があります。乾いた柔らかい布などで拭くか、水
や消毒用アルコールを含ませた布などをよく絞ってから軽く
拭いてください。

（5） グルテストミントⅡの充電端子の開口部にものを入れないよ
うにしてください。充電できなくなる場合があります。

（4） クレードルの充電端子は露出していますが、その表面にゴミ
や油などが付着すると、充電ができなくなる場合があります
ので、汚れに応じて乾いた柔らかい布で軽く拭いてください。
なお、クレードルの充電端子は曲げないようにご注意くださ
い。

（3） 本製品が血液等で汚れたときは、すみやかに消毒用アルコー
ルまたは、次亜塩素酸ナトリウム1％以下の希釈液を含ませ
た布などをよく絞ってから軽く拭いた後、乾いた柔らかい布
などで拭き取ってください。センサー挿入口周辺を拭き取る
場合は、センサー挿入口を下向きにして作業を行ってくださ
い。［本製品を消毒用アルコールなどの液体に漬けたり、本
製品内部に液体が浸入すると、故障の原因になります。］

（2） グルテストミントⅡやクレードルが汚れた場合は、乾いた柔
らかい布などで拭いてください。汚れがひどい場合は、水
や消毒用アルコールを含ませた布などをよく絞ってから軽く
拭いた後、乾いた柔らかい布などで拭き取ってください。

（1） 次回の使用に支障のないように、必ず本製品を使用した後は
清潔にしておいてください。

＜使用者による保守・点検事項＞
本製品を良好な状態でご使用いただくため、保守や点検の詳細に
ついては取扱説明書を参照してください。

【保守・点検に係る事項】

＜耐用期間＞
標準的な使用期間の目安：５年間［自己認証による］

＜保管方法＞
水濡れに注意し、直射日光を避けて周囲温度が -10 ℃ ～ 40 ℃
では、相対湿度10 % ～ 90 ％、周囲温度が40 ℃ ～ 45 ℃では
相対湿度10 % ～ 70 %で、結露のない状態で保管してください。

【保管方法及び有効期間等】

（21） 本製品の測定結果が疑わしい場合は、新しいミントセンサ－
ⅡⅡで測定をやり直し、それでも同じ測定結果がでるときは使
用を中止し、検査室の測定機で確認してください。

（20） 一度使用したミントセンサーⅡⅡは、絶対に再使用しないでく
ださい。［正しい測定結果が得られません。］

（19） センサー挿入口に血液や水分、またはほこりなどを入れない
でください。［故障の原因になります。］

（18） 測定を行う際に血液または専用のコントロール液を何回かに
分けて点着したり、測定を開始した後に血液または専用のコ
ントロール液を再度点着しないでください。［異常値を示す
原因になります。］

（17） 本製品を使用中に疑問を感じたり、エラーが出たときは、取扱
説明書に記載した対処方法を実施していただき、それでも解決
しない場合は販売元にお問い合わせください。

（16） QC測定で「不合格」と判定された場合は、血糖値の測定がで
きません。新しいミントセンサーⅡで再度QC測定を行ってく
ださい。 それでも判定が合格とならない場合は、使用を中止し

（15） はじめて本製品をお使いのときは、内蔵している充電池の電圧
が低下していますので、必ず充電してからご使用ください。

（適切な例）（不足している例）

（14） 血液の点着量が不足していると、画面には「測定エラー」が
表示されて測定できません。新しいミントセンサーⅡで測定を
やり直してください。

（13） 測定結果が10 g/dL 未満のとき「10未満 g/dL 」が、
1000 g/dLを超えたとき「1000超 g/dL 」が画面に
表示されます。

（12） ミントセンサーⅡは測定する直前にアルミパックから取り出し
てください。［アルミパックを開封して長時間放置したミント
センサーⅡを使用すると、正しい測定結果が得られません。］

てください。

（11） 次のようなときは、血糖値が急激に変化する可能性があります
ので、指先から採血をしてください。［急激な血糖の変動が認
められるとき、前腕の血糖変動は指先よりも遅れる場合がある
という報告があります。］
・ 運動の後など血糖値が急激に変化する可能性があるとき
・ 発汗/ 冷や汗、浮揚感、震えなどの低血糖の症状があるとき
・ 血糖低下状態において、すぐに低血糖かどうかを知る必要が
あるとき
・ 風邪をひいたときなど、体調のすぐれないとき

（10） 採血部位によって測定結果が異なる場合があります。測定結果
の判断については必ず医師が行ってください。

（9） 水の中に落としたり、水がかかったりして内部に血液や水分が
流入した本製品は、たとえ乾燥させた後でも使用しないでくだ
さい。［正しい測定結果が得られなかったり、本製品が誤動作
することがあります。］

（8） 血液が付着した本製品は血液を介した感染を防ぐため、そのま
ま使用しないでください。

（7） センサー挿入口の近辺を長時間持たないでください。この付近
には、温度センサーが内蔵されています。［手のぬくもりが本
製品に影響を与え、正しい測定結果が得られません。］

（6） ミントセンサーⅡを濡れた手で持たないでください。［正しい
測定結果が得られません。］

（5） 本製品やミントセンサーⅡは、移動などにより測定する環境の
温度が変化した場合、30 分以上なじませてから測定してくだ
さい。［正しい測定結果が得られません。］
なお、温度差が大きい程なじむまでの時間が長くなり、温度変
化の激しいところや湿度の高いところでは、本製品やミントセ
ンサーⅡが結露することがあります。

（4） ヨウ素を含む外用薬を使用した部位からの採血は避けてくださ
い。［偽高値となるおそれがあります。］

（3） 以下のような末梢血流が減少した患者の指先から採血した場合
は、血糖値が偽低値を示すことがあるため、静脈血等他の部位
から採血した血液を用いて測定してください。
・ 脱水状態
・ ショック状態
・ 末梢循環障害

（2） 果物等の糖分を含む食品などに触れた後、そのまま指先から
採血すると指先に付着した糖分が血液と混じり、血糖値が偽
高値となるおそれがあります。［アルコール綿による消毒のみ
では糖分の除去が不十分との報告があります。］

（1） 指先から採血する場合は、穿刺前に、必ず流水でよく手を洗っ
てください。

＜重要な基本的注意＞
【使用上の注意】

（6）本製品に保存したデータを市販のカードリーダーを使用して
無線通信をさせる場合、そのカードリーダーに金属を近づけ
ないでください。［干渉により通信に失敗したり、通信に時
間がかかるなど正常に動作しないことがあります。］


